


































































































 

共通事項 

Ⅹ 課程修了要件 

【修士課程】 

  修了要件は、同課程に 2年以上在学し、所定の授業科目について 30単位以上（た

だし、総合福祉学研究科福祉心理学専攻臨床心理学分野は 34 単位以上。特定課題につ

いての研究の成果を提出する場合は 20 単位以上）修得かつ必要な研究指導を受けた

上、学位論文（修士論文）又は特定の課題についての研究の成果（総合福祉学研究科

社会福祉学専攻のみ）を提出し、論文審査および最終試験に合格しなければならな

い。 

【博士課程】 

  修了要件は、同課程に 3年以上在学し、所定の授業科目について 18単位以上修得

かつ必要な研究指導を受けた上、学位論文（博士論文）を提出し、論文審査および最

終試験に合格しなければならない。 

 

Ⅺ 学 位 

研 究 科 
修 士 課 程 博 士 課 程 

専  攻 学  位 専  攻 学  位 

総合福祉学研究科 
社会福祉学専攻 修士（社会福祉学） 社会福祉学専攻 博士（社会福祉学） 

福祉心理学専攻 修士（福祉心理学）   
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4月 5月 6月 7月 8月 9月

〈1年目の例〉

修了までの流れ

入学式・
ガイダンス

社会福祉学専攻（修士）

学位請求論文
第1回中間報告会

に出席

10月 11月 12月 1月 2月 3月

学位請求論文
構想発表会で発表

学位請求論文
第2回中間報告会

に出席

4月 5月 6月 7月 8月 9月

〈2年目の例〉

学位請求論文
第1回中間報告会

で発表

10月 11月 12月 1月 2月 3月

学位請求論文
構想発表会に出席

学位論文 提出 学位記授与式

履修登録

学位請求論文
計画書提出

研究テーマを固める

指導教員の決定

学位請求論文
最終発表会に出席

研究倫理審査申請（随時申請）

研究倫理審査申請
（随時申請）

学位請求論文
最終発表会・
口述試問

研究テーマが固まり、調査や実践などの計画を立てる

研究計画が固まり、実践や調査などを本格的に実施する

履修登録

論文執筆

学位請求論文
第2回中間報告会

で発表
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4月 5月 6月 7月 8月 9月

〈1年目の例〉

修了までの流れ

入学式・
ガイダンス

福祉心理学専攻（福祉心理学分野・臨床心理学分野）

10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月

〈2年目の例〉

10月 11月 12月 1月 2月 3月

学位論文 提出 学位記授与式

履修登録

学位請求論文
計画書提出

研究テーマを固める

指導教員の決定

学位請求論文
最終発表会参加

研究倫理審査申請（随時申請）

研究倫理審査申請
（随時申請）

口述試問

研究テーマが固まり、調査や実践などの計画を立てる

研究計画が固まり、実践や調査などを本格的に実施する

履修登録

論文執筆

実習（臨床心理学分野・随時）

実習（臨床心理学分野・随時）

実習（臨床心理学分野・随時）

実習（臨床心理学分野・随時） 公認心理師試験
(臨床心理学分野)

学位請求論文
構想発表会参加

学位請求論文
構想発表会

学位請求論文
最終発表会
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必修
選択

必修
選択

修士論文研究計画法概論 1 1

実践課題研究計画法概論 1 1

社会福祉学研究演習Ⅰ 1 2

社会福祉学研究演習Ⅱ 2 2

研究指導（論文指導） 1 2

社会福祉原論 1 2

ソーシャルワーク論 1 2

ソーシャルワークリサーチ・研究方法論

（実践研究・実証研究の方法）
1 2

社会福祉歴史研究・学説史研究の方法 1 2

情報解析方法論 1 2

質的研究方法論 1 2

福祉プログラム開発と評価 1 2

生活困窮者支援と貧困研究 1 2

社会福祉法制・権利擁護研究 1 2

子ども・家庭と女性福祉研究 1 2

高齢者福祉研究Ⅰ 1 2

高齢者福祉研究Ⅱ（認知症ケア研究） 1 2

高齢者福祉研究Ⅲ（地域連携・多職種連携） 1 2

障害者福祉研究Ⅰ 1 2

障害者福祉研究Ⅱ（基礎的理解と臨床） 1 2

精神保健福祉研究 1 2

医療福祉研究Ⅰ 1 2

医療福祉研究Ⅱ（地域連携・多職種連携） 1 2

地域福祉研究 1 2

福祉経営・マネジメント研究Ⅰ 1 2

福祉経営・マネジメント研究Ⅱ

（リスクマネジメント研究）
1 2

国際福祉研究 1 2

災害福祉研究 1 2

身体機能障害特論 1 2

特別研究講義Ⅰ 1 1

特別研究講議Ⅱ 1 2

実践事例検討とスーパービジョン 1 1

＊修了要件は、30単位以上とする（特定の課題についての研究の成果を提出する場合は20単位以上）。

＊履修方法は、必修7単位・選択必修6単位・選択科目17単位以上で、合計30単位以上とする（特定の課題についての研究の成果を提出する場合は

　必修5単位・選択必修6単位以上・選択科目7単位以上・自由選択2単位以上で、合計20単位以上）。

＊選択必修科目及び選択科目で超過した単位は、修了要件単位に加算する。

区分

研究指導

（必修）

共通基礎

（選択必修）

選択科目

17単位以上

選択履修

（特定の課題についての研

究の成果を提出する場合は

7単位以上選択履修）

いずれか1科目1単位必修

（特定の課題についての研

究の成果を提出する場合は

「実践課題研究計画法概

3科目6単位必修

（特定の課題についての研究の

成果を提出する場合は「演習

Ⅱ」を除いた2科目4単位必修）

1科目2単位以上

選択履修

2科目4単位以上

選択履修

授業科目
配当

年次

単位数

備　　考

総合福祉学研究科　社会福祉学専攻 修士課程

別表1－(2)
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